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本年度も地元の中区青年団の皆様に協力していただき、６月２４日(土)に６年生を対象と

した「やぶねり体験」が土曜授業として行われます。やぶねりの歴史ややぶの作り方につい

て教えてもらったり、やぶをねる体験をさせてもらったりする予定です。 

６月２４日(土)は６年生のみ登校となります。 

６年生は午前８時３０分～午前１１時過ぎまで「やぶねり体験」を行います。 

伝統の白塚「やぶねり」は、大きな災難や禍を乗り越える力強い生き方を子どもたちに教

えてくれています。ここに、その意義もこめて、「やぶねり」について紹介してみたいと思

います。 

 

 

やぶねり神事 津市無形民俗文化財に指定 

（ 平成 20年 12月 5日指定 ） 

 白塚町
しらつかちょう

に伝
つた

わる「やぶねり」は、地元
じ も と

八雲
や ぐ も

神社
じんしゃ

の祭礼
さいれい

として、７

月１０・１１日に行われます。やぶねり神事
しんじ

は八雲
やくも

神社
じんじゃ

の東側
ひがしがわ

の

集落
しゅうらく

の若者
わかもの

たちによって、昔
むかし

から行われて
おこな

きました。その起源
きげん

は、

記録
きろく

がないため正確
せいかく

なところはわかりませんが、おそらく江戸
えど

時代
じだい

ごろ（３５０年ほど前）には行われて
おこな

いたのではないかと言
い

い

伝
つた

えられています。 八雲
や ぐ も

神社
じんしゃ

の神様
かみさま

は、「スサノオノミコト」が

祀られて
まつ

います。「スサノオノミコト」は、「ヤマタノオロチ」を退治
た い じ

した神様
かみさま

として有名
ゆうめい

です。 

 「やぶねり」は、青竹
あおだけ

を縄
なわ

で縛
しば

って「やぶ」を作
つく

り、その「やぶ」を練
ね

りまわすので「やぶねり」と言
い

わ

れます。「やぶ」は、神話
しんわ

に出て
で

くるヤマタノオロチに見立
み た

てているといわれ、その中
なか

には津島
つしま

神社
じんじゃ

（愛知県
あいちけん

）のお札
ふだ

とオロチの八
やっ

つの口
く ち

にみたてた百合
ゆ り

の花
はな

のつぼみ八本
はちほん

が入って
はい

います。 青竹
あおたけ

で作った
つく

やぶがヤマタノオロチとなって白塚
しらつか

の街
まち

の中
なか

を暴れまわります
あば

。「エンヤナッチャ」の掛
か

け

声
ごえ

とともに、若者
わかもの

たちがやぶを練り
ね

まわし、病気
びょうき

やわざわいを「やぶ」

に封
ふう

じ込
こ

め、そのやぶをスサノオノミコトが退治
たいじ

することで、白塚
しらつか

の村
むら

が無病
むびょう

息災
そくさい

になるといわれています。退治
たいじ

されたヤマタノオロチは

頭
あたま

を北
きた

の方向
ほうこう

に向けられ
む

、「イーカリヤ、イーカリヤ」の掛
か

け声
こえ

ととも

に 海
うみ

に流され
なが

、津島
つしま

神社
じんじゃ

まで戻って
もど

いくのだといわれています。 

笑顔あかるく 心あったか すごしてあんしん 

白塚小学校  

学校だより 令和５年度 第６号 

令和５年６月２０日 
学校ホームページ 

やぶねりって何？ 

６年生がやぶねり体験を行います！ 
 



昔
むかし

の白塚町
しらつかちょう

は、漁業
ぎょぎょう

や農業
のうぎょう

を行
おこな

い、生活
せいかつ

に必要
ひつよう

なものはぶつぶつ交換
こうかん

をしていた。大雨
おおあめ

や

台風
たいふう

などで飲
の

み物
もの

が汚染
お せ ん

され、病気
びょうき

や伝染病
でんせんびょう

が広
ひろ

がっても、医者
い し ゃ

に診
み

てもらうこともできない貧
まず

し

いところだった。昔
むかし

の人
ひと

は、そんな病気
びょうき

や災
わざわ

いを追
お

い払
はら

うことと、豊漁
ほうりょう

・豊作
ほうさ く

を願
ねが

って祭
まつ

りを考
かんが

え

た。貧
まず

しかったので、身近
み ぢ か

にある竹
たけ

を利用
り よ う

して「やぶ」を作
つく

り、神
かみ

の力
ちから

をお迎
むか

えする「神迎
かみむか

え」の古
ふる

い信仰
しんこう

として代々
だいだい

受
う

け継
つ

がれてきました。 

 

 

  

７月１０日を「宵
よい

の宮
みや

」１１日を「やぶねり」と呼
よ

び、この両日
りょうじつ

を「ジンジ」と呼
よ

んでいる。１０日は、

各地区
か く ち く

の青年団
せいねんだん

により毎年
まいとし

同
おな

じ場所
ば し ょ

に幟
のぼり

が立
た

てられます。幟
のぼり

を立
た

てる意味
い み

は、神様
かみさま

にここで祭
まつ

りをするので多
おお

くの福
ふく

をください。魔物
ま も の

を退
たい

治
じ

してくださいとの願
ねが

いを神様
かみさま

に伝
つた

えること。幟
のぼり

の梵天
ぼんてん

を目印
めじるし

にして神様
かみさま

が天
てん

から降
お

りてこられるようにとの思
おも

いが込
こ

められているとされています。白塚
しらつか

小学校
しょうがっこう

の運動場
うんどうじょう

にものぼりが立
た

ちます。 

１０日は、行燈
あんどん

・屋台
や た い

提灯
ちょうちん

も飾
かざ

られ、祭
まつ

りの雰囲気
ふ ん い き

をつくります。夕方
ゆうがた

になると、神社
じんじゃ

周辺
しゅうへん

の道路
ど う ろ

沿
ぞ

いに露店
ろ て ん

が並
なら

び、町民
ちょうみん

は夕食
ゆうしょく

をすませた後
あと

、宮参
みやまい

りをし、祭
まつ

りの安全
あんぜん

などを祈念
き ね ん

して帰宅
き た く

しま

す。１１日は、早朝
そうちょう

より青年団
せいねんだん

が青竹
あおだけ

を大里
おおさと

方面
ほうめん

に買
か

い出
だ

しに行
い

き、八雲
や く も

神社
じんじゃ

で「やぶ」を作
つく

ります。

「やぶ」は２０人くらいで編
あ

みながら束
たば

ねて縛
しば

り、長
なが

さ１８メートル太
ふと

さ４センチ程度
て い ど

の頑丈
がんじょう

なものに

なります。大蛇
だいじゃ

に似
に

せた形
かたち

となります。各
かく

地区
ち く

２体
たい

合計
ごうけい

６体
たい

つくります。 

１１日夜
よる

７時半
じ は ん

ごろから三
さん

地区
ち く

（山舖
やましき

・中本
なかほん

町
まち

・旭町
あさひまち

）が３０分
ふん

の時間差
じ か ん さ

を設
も う

けて「やぶねり」が始
はじ

まります。「ヨイヨイヨイ」の掛
か

け声
ごえ

とともに、先導
せんどう

提灯
ちょうちん

を持
も

った青年
せいねん

が「デテカリヤ」（やぶの中
なか

のス

サノオノミコトが神
かみ

としての力
ちから

を発揮
は っ き

して出
で

ていきます）と唱
とな

えて通
とお

りへ出
で

ていきます。「エーヤナッ

チャ」の掛
か

け声
ごえ

で民家
み ん か

の通
とお

り道
みち

を練
ね

りまわり病気
びょうき

や災
わざわ

いを「やぶ」に封
ふう

じ込
こ

めていきます。激
はげ

しく錬
ね

ることで、災
わざわ

いや病気
びょうき

を多
おお

く封
ふう

じ込
こ

めることができるといわれています。「やぶ」を担
かつ

ぎ、海
うみ

へ運
はこ

ぶ

際
さい

には、「イーカリヤ、イーカリヤ、ゴンゲンサンノイーカリヤ」（「やぶ」の中の神様
かみさま

スサノオノミコト

が津島
つ し ま

神社
じんじゃ

へ帰
かえ

ります）と掛
か

け声
ごえ

をあげ、「やぶ」の頭部
と う ぶ

を北向
き た む

きにして「ヨイヨイヨイ」と海
うみ

に流
なが

し、

「やぶねり」が終了
しゅうりょう

します。  

お知らせ 

7月 10日(月)は全校児童、給食後、午後 1時２0分ごろ下校となります。 

7月 10日(月)は午後 2時以降、南門(海側)は車の出入りはできません。また、午後５時

以降、一般の方の学校への出入りはできなくなります。 

どうしてやぶねりをするの？ 

どんなお祭りなの？ 


